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る
か
に
つ
い
て
も
追
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
通
良
制
度 

に
お
.け
る
金
本
位
制
か
ら
管
理
通
貨
制
べ
の
移
行
を 

始
め
と
し
、
景
気
循
環
に
対
す
る
国
家
の
猜
極

2

対 

応
に
沄
さ
れ
る
よ
う
に
、
,:
-
明
ら
か
に
政
治
的
上
部
構 

造
た
る
国
家
が

.経
済
過
程
.に
介
入
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
経
済
法
則
は
以
前
の
よ
う
な
盲
目
的
自
然
発
生 

的
な
貫
徹
の
仕
方
で
は
な
く
、
人
為
を
媒
介
と

し
た 

貫
徹
の

.仕
方
を
す
る

.よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
国
家
独
占
資
本
主
義
を
著
者
逮
は
帝 

国
主
義
段
階
の
内
の
私
的
独
占
資
本
主
義
に
続
く
一 

小
段
階
と
し
て
規
究
し
、
こ
の
よ
う
な
規
定
に
基
い 

て
以
下
日
本
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
具
体
的
な
発 

展
の
過
程
、
そ
の
特
殊
性
の
分
析
が
行
な
わ
れ
、
最 

後
に
構
造
的
改
革
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
現
代
资 

1
T

主
義
S

I1
P

に
興
味
を
も
つ
も
の
に
と
っ
て
本
書
は
極 

め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
問
題
提
起
を
し
て

.お
り
、

一
読
を 

す
す
め
た
い
が
、
以
上
に
紹
介
し
た
よ
う
な
国
家
独 

占
.資
本
主
義
の
把
握
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
多
く
の 

未
解
決
の
問
題
を
合
ん
で
お
り
、
そ
の
よ
う
な
■現
状 

に
お
い
て
安
易
に
構
造
的
改
軍
論

と
結
合
さ

せ
る

こ 

と
は
む
し
ろ
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
何
故
国 

家
が
経
済
梆
造
の
一
層
の
社
会
.化
に
な
く
て
は
な
ら 

ぬ
大
き
な
.役
割
を
果
す
よ
う
に
な

っ
た
の
か
と
い

う
 

基
本
的
間
い
に
対
し
て
、
ま
だ
ま
だ
不
明
確
な
問
題 

が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
生
鹿
の
社
会
化

—
> 

生
産
関

係
.の
部
分
的
止
揚
の
シ
ェ
ヾー

マ
■だ
け
■で
.到
.底
答
え
ぅ 

る
も
の
で

.は
な
い
。
問
題
は
現
代
資
本
主
義
に
お
け 

る
生
産
の
社
会
化
と
い

.わ
れ
る
も
の
の
内
容
、
そ
し 

て
、
そ
れ
が
資
本
主
義

的
再
，生
鹿
の
機
構
に
も
た
ら 

す
影
響
と
い
っ
た
も
の
を
、
資

本--
*
般
の
法
則
理
解 

の
：下
に
展
開
し
、：
国
家
が
経
済
主
体
と
し
て
介
入
せ 

ざ
る
を
え
な
い
必
然
性
を
解
明
す
る

.こ
と

に
あ
る
。

C

合
同
出
版
社* 

B

6
 

. 

i-r
-
八
ニ
頁
•
三
八

0

円)

—

寺
尾

誠—

伊
東
勇
夫
著

『

現
代
日
本
協
同
組
合
論』

現
代
日
本
農
業
の
再
生
産
櫞
造
の
.分
析
に
お
い 

て
、
農
業
協
同
組
合
が

果
し

て
い
る

信
用

.
購
販
売 

事
業
等
の
諧
機
能
の
分
析
を
欠
く
こ
と
は
出
来
な 

い
。
と
同
時
に
農
業
協
同
組
合
の
分
析
は
、
日
本
資 

本
主
義
に

お
け
る

農
政
の
分
析
の
重
要
な

一
環
を
構 

成
す
る
も
の
で
あ
る

.0
本
書
は

か
か
る

農
業
協
同
組 

合
を
客
観
的
視
角

•

主
体
的
視
角
の
両
側
面
か
ら
考 

察
し
た
と
こ
ろ
の
労
作
で
あ
る

.0

従
来
協
同
組
合
と
い
ぅ
組
織
は

「
総
資
本
の
流
通 

過
程
合
理
化
の
た
め
に
生
ま
れ
た
資
本
主
義
的
産
物 

で
あ
る」

(

近
藤
康
男
，
序

.

1頁)

と
い
う
見
解

九
〇

(

ニ
四
八)

が
支
配
的

.で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、

伊
東
氏
は
、
 

協
同
組
合
が
資
本
主
義
の

矛
盾
に
対
す
る

^
働
者

.
 

小
生
産
者
の
主
体
的
な
抵
抗
運
動
の

一
形
態
と
し
て 

生
成
.
発
厭
す
る
組
織
で
あ
る
と
い
ぅ
見
解
を
打
ち 

出
し
て

い
る
。

そ
し
て
こ
の

見
解
こ
そ

本
書
を
特
徴 

づ
け
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
ぅ
。

.
本
書
は
、
協
同
組
合
の
基
礎
理
論
•
日
本
資
本
主 

義
と
農
業
協
同
組
合

——

階
層
分
解
と
農
業
協
同
組

合
基
盤

-

-
の
ニ
篇
ょ
り
梆
成
さ
れ
て
お
り
、

第
一

篇
第
一
章
に
お
い
て
、
協
同
組
合
思
想
の
形
成
と
そ 

の
理
論

•
協
同
組
合
運
動
の
展
開
を
ィ
ギ
リ
ス
•
ド 

小
ッ
に
わ
た
っ
て
検
討
し
、
協
同
組
合
が
抵
抗
組
織 

で
あ
る

こ
と
を

検
証
し
、そ
の
上
に
立
つ
て
、第
二
章 

「

わ
が
国
に
お
け
る
農
協
理
論
の
展
開

」

で
は
ま
ず
、
 

産
業
組
合
成
立
の
基
礎
過
程
と
日
本
的
特
質
を
追
求 

し
つ
つ
、
従
来
の
農
胤
理
論
の
欠
陷
と
し
て
、
資
本 

主
義
の
，矛
盾
に
対
抗
す
る
意
識
的
な
力

.

主
体
的
侧 

面
の
過
少
評
価
な
い
し
は
み
す
ご
し
を
批
判
し
、
第 

三
章

•
四
章
に
お
い
て
、
產
業
資
本
段
階
*
独
占
資 

本
主
義
段
喈
に
お
け
る
協
同
組
合
の
客
観
的
•
主
体 

的
機
能
を
平
均
利
潤

•

最
大
限
利
潤
の
法
則
と
の
関 

聯
に
お
い
て
把
握
す
る
。
第
二
篇
は
第

一
篇
の
基
礎 

理
論
に
基
づ
い
て
、
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
協
同 

組
合
の
支
配
的
存
在
形
態
で
あ
る
農
業
協
同
組
合
の 

機
能

♦

特
質
を
農
民
層
分
解
過
程
と
の
相
関
に
お
い
，

て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
篇
は
同
時
に 

日
本
農
業
分
析
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
箸
者
は
、
農 

地
改
苯
が
独
ト

W
資
本
の
要
求
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
 

自
作
農
的
土
地
所
有
を
確
立
し
、
そ
の
結
果
農
業
内 

部
の
矛
盾
は
副
次
的
に
な
り
、
農
業
外
資
本
と
の
矛 

盾
が
む
し
ろ
主
耍
と
な
り
、
こ
れ
が
農
業
内
部
の
階 

層
分
化
を
規
定
す

る
と

い
う
認
識
の
上
に
、
舰
後
の 

農
業
協
同
組
合
が
ロ

ッ

チ

デ

ー

ル
の

民
主
主
義
的
組 

合
の
原
型
に
立
ち
か
え
っ
た
と
規
定
す
る
が
、
こ
の 

点
は
序
文
で
近
藤
康
男
氏
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う 

に
、
な
お
問
題
を
残
し
て

い
る
と

い
え
よ
う
。

本
書
巻
末
の
内
外
協
同
組
合
年
表
•
及
び
内
外
主 

契
文
献E

I

録
は
、
，協
同
組
合
研
究
の
上
に
よ
き
手
引 

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(

御
茶
の
水
書
房

• 

A 
5
 

• 
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八
ニ
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七
〇
〇

5
3

) 

丨

高
山
隆
三
丨

池
内

信
行
編 

:
『

中
小
企
業
論』

近
時
の

r

産
業
論
ブ
ー
ム

」

と
と
も
に
、
わ
が
国 

経
済
の
底
辺
を
な
す

〖

'中
小
企
業

」

.
の5

L

題
が
ク
卩 

1
ズ

.
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
急
速
な
技 

術
革
新
の
進
羅
に
と
も
な
う
わ
が
国
の
産
業
の

変 

貌
、，独
占
大
企
業
を
中
心
と
す
る
高
度
経
済
成
長

•

発
展
に
と
っ
て
、
大
量
広
汎
な
中
小
企
業
群
の
問
題 

が
、
当
然
な
ん
ら
か
行
き
あ
た
る
固
い
壁
と
し
て
再 

認
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
従

.来
先
学
.に
ょ
っ
て
開
拓
さ
れ
て
き
た
わ
が 

国
中
小
企
業
問
題
研
究
の
分
野
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
新 

し
い
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
い
わ
ば
こ
の

「

問
題」

の
専
門
家
以
外
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
す
す

め
ら

れ 

る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
こ
と
も
最
近
の
特
徴
で
あ
る
。
本 

書
も
ま
さ
に
そ
の
系
列
に
属
す
る
。

本
書
は
、
わ
が
国
経
営
学
界
の
泰
斗
、
池
内
信
行 

教
授
の
編
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
な
ら
び
に
執 

筆
者
は
、
第
一
、
日
本
経
済
と
中
小
企
業

(

金
子
精 

次)

、
第
二
、
中
小
企
業
と
賃
金
問
題

(

吉
田
和
夫

)

、
 

第
三
、

中
小
企
業
と
金
融
問
題

(

杉
原
信
男

)

、
第 

四
、
中
小
企
業
と
人
間
関
係

(

萬
成
博)

、
第
五
、
中 

小
企
業
と
税
制
問
題

(

南
昭
ニ)

、
附
録
、
戦
後
中
小 

企
業
対
策
の
推
移
、戦
後
中
小
企
業
関
係
文
献

H

録
、
 

で
あ
る
。
各
執
筆
者
は
、
從
來
か
な
ら
ず
し
も

「

中 

小
企
業
問
題

」

そ
の
も
の
に
つ
い
て
と
く
に
研
究
さ 

れ
て
い
る
か
た
が
た
で
は
な
い
。
各
専
門
分
野
の
視 

点
か
.ら
中
小
企
業
問
題
が
考
察
さ
れ
て
い
る
と
い
ぅ 

点
が
、
そ
の
意
味
で
、
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
と
り 

あ
げ
ら
れ
た
諸
問
題
が
ほ
と
ん
ど
関
述
性
.
統
一
性 

の
な
い
ま
ま
に
、
そ
れ
ぞ
れ

自
由

に
論
じ
ら
れ
て
お 

.
り
、
問
題
視
角
は
個
々
別
々
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

読
む
も
の
は
一
面
で
当
惑
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
時 

に
か
え
っ
て
種
々
の
問
題
点
、
中
小
企
業
問
題
の
複 

雑
な
性
格
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
第
二 

(

金
子
氏
論
文

〕

の
統
訃
的
分
析 

に
ょ
る
、

中
小
企
業
群
の

「
過
菊
人
口
の
フ

.丨
ル」 

と
し
て
の
側
面
の
論
証
の
個
所
、
第

四
(

族
成
氏
論 

文)

の
中
小
企
業
経
常
の
経
常
組
織
論
.
人
間
関
係 

論
的
契
証
研
究
、
第

五

(

南
氏
論
文

)

の
丁
寧
•
詳 

細
な
中
小
企
業
の
税
問
題
の
説
明
な

ど
は
、
従
来
み 

ら
れ
な
か

っ

た

中
小
企
業
問
題
の
新
し
い
..惻
而
の
解 

明
の
方
向
で
あ
る
。

だ
が
、
根
本
的
に
、
全
論
文
を
通
じ
て
、
中
小
企 

業
の
わ
が
国
資
本
主
義
榴
造
に
し
め
る
位
蹂

.
役
割 

や
、
独
占
資
本
と
中
小
企
業
群
と
の
諸
関
係
.
関
係 

の
し
か
た
を
解
剖
す
る
視
点
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
た 

ん
に
中
小
.企
業
の
当
面
す
る
諸
問
題
の
ご
く
一

 

部
の 

側
面
が
そ
の
も
の
自
体
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に

「

論」 

じ
ら
れ
て
お
り
、
中
小
企
業

「

問
題」

の
核
心
を
遠 

ま
き
に
、
靴
の
ぅ
え
か
ら
；足
を
播
.く
感
が
な
い
で
も 

な
い
。ハ
関
西
学
院
大
学
産
研
叢
書

2 
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律
文
化
社
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八
三
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•
文
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七
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•
四
八
〇
円

)

—

佐
藤
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一
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